
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まだまだ暑い日々が続きますが、朝晩は涼しさを感じるよう

になり、虫の音が美しく聴こえる季節となってきました。早い

もので４月から始まった新年度も１０月からはいよいよ後半に

入ります。学校や学年の行事をはじめ、盛りだくさんの活動が

予定されています。子どもたち一人ひとりが、学習面でも生活

面でも実り多い秋となりますよう活動の充実を考えてまいりま

す。ご家庭におかれましても、学校と家庭の連携を取りながら、子ども達にとって

成長が感じられるようご支援、ご協力をお願いします。 

さて、保護者の皆さんの中で、子育てについて悩みや不安を感じることはないで

しょうか？下の調査結果をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育てにおいて悩みや不安はつきものです。その子その子によって正解は、様々

でうまくいくときの方が少ないくらいです。最近では、共働きの保護者の方も多く

なってきて、子どもとゆっくり向き合う時間がなかったり子育ての悩みを誰かに

相談できなかったりと保護者の方々もストレスを抱えることがあります。また子

育てを完璧にしようとするがあまり過保護・過干渉に陥ることもあり、子どもの自

立に影響を与えてしまいます。適切な距離感で子どもを見守りながら、子どもが困

り感を持った際に必要に応じてサポートできる姿勢を持つことが大切になります。

親が子どもに期待することは、当たり前ですが、押し付けになってしまっても余計

に反抗したり気力を失ってしまったりとうまくいかないものです。 

校長室だより １０月号   

心豊かに○か がやく子 自ら学び○が んばる子 健やかに○た くましく生きる子 

～ 一人ひとりがキラッとかがやき、笑顔にあえる学校  ～ 
  校長 寺垣 真二 



 

まずは、親自身がリフレッシュする時間を持つことで、子どもに無条件の

愛情を注ぐことができ、子どもの心の安定をもたらします。抱きしめたり優

しく声をかけたり、日常の中で愛情を伝える事が何よりの心のエネルギーに

変わります。（親がなかなかリフレッシュする時間取れないですが・・・） 

 

二宮尊徳の言葉 

 

 可愛くば 

 五つ教えて 三つ褒め  

 二つ叱って 

 よき人となせ 
 

 

 

 

 

 

加賀田小学校のスローガンは

「安心・安全・命だいじ」です。

今年度、加賀田小学校は、S.P.S.

（セーフティプロモーションスク

ール）の認定をめざして取り組んでいます。今まで以上に意識を高めていかないと

認証にたどり着けません。廊下を走らない・門を閉めて来校者の確認・登下校の安

全・防災・防犯面での避難訓練を含めたシミュレーション確認等、教職員のみなら

ず、子ども達も主体的に取り組み安心できる学校体制を今まで以上に構築してい

きます。 

 

登校の様子  見守り隊の皆さんやボランティアの保護者の皆さんありがとうございます。

SPS にもつながりますが、子ども達の安全な登校にご協力いただきまして大変助かっております。 

S.P.S（セーフティ・プロモーション・スクール）をめざして 

まずは褒める事

が大事なんだね  


